
NPO法人 Solaris

ウィーゴと話そう
中学生向け プログラミング講座

コミュニケーション編
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NPO法人 Solaris

自分の事をみんなに伝えよう

• テーマの例

• 好きな～
食べ物、アニメ、ゲーム、歌、言葉

• 実は～

オシャレ、音楽が好き、甘いものが苦手。今日寝坊しそうになった

• 将来の夢

こんなことがしてみたい、行ってみたい



NPO法人 Solaris

仕組みを理解しよう

• 会話と動きをプログラミングしておく

• スペースキーを押したタイミングで次の動きにうつる

合図を送る

動きをプログラミング

会話をプログラミング
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NPO法人 Solaris

先生のプログラミング例
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NPO法人 Solaris

ストーリーを考える

• ストーリーシートを作ろう
ウィーゴとのやりとり回数が少ないと面白みが減り、多すぎると覚えきれない。
会話をあまり難しくしない。

オチを付けたり、盛り上がる場所を考える。

「！」「？」でイントネーションが変わる。



NPO法人 Solaris

モーションを考える

• ウィーゴ音声の追加
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NPO法人 Solaris

モーションのつけかた

• ロボットに感情を持たせよう

• 動きを付けるときは
• 派手すぎない

• 多すぎない

• 長すぎない

• 目の色を工夫する
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NPO法人 Solaris

発表しよう

•キーボード入力、画像認識、AIを使ってオリジナ
ルのプログラムを作ろう。

•発表時間は一人３分
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